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 ごち網漁業調査報.告

漁業部.

 鹿児島県におけるごち網一許可数県昭和早・3年喜月一現在1-45隻で・一東町(?一3〕,
 出・水市て岳1・),・川内市(1・㌃一5一)1,市来町(白1)1が主体・となっている。2～5屯'

 1り.㌣20馬力あ'船に2～当人乗組んで罪業する。漁期は季節風の強へ・冬期帝陰

 いた期間で牽.る.=o.伺.れも一そうごち.で.あ;手。

 激果は浮子方2長さが書.・o枷前後・塊綱の長さが鼻孔;(片側宇丸)である。
 漁場は水深2-oん砂q加'程度で芙同橡莱圏内であ手。

 元来ごち網ほ他県から導入・された漁具で漁法は先進地のI福岡県,長崎県等.と基

 本酌には大差ないが種々改良すべき点もあると思わ.れろ。

 当本試ではI本県ごち縄船た一参考とたる資料を碍る'ため精一彫、佐賀県等でご=・ら縄一

 調査を実施し北の''でそφ績臭について本県三の場合主・比較1して見る。

 1,漁具について

 各県φ呼1雌1舛、琴㍗・お、1で鯛島県の場合!本き亭は師祭1らr
 そ1ご亭・長甲午の十そ㍗㍗1/・新竜干1・軍岡字一二そ!ご仰
 Pづ・型であ宕.吊.

 さ練練㌻・業11∵㍗県の㍗㌣
 ガ'漁具η水中.咋おける形状.について

 岬お岬子'枕子の導下郷連雫言己㍗鵬を甲㍗甲に
 祥㍗作ることが出紙
 嘉1図尊長崎県水産試験場の資料に丘・・る・もので浮子方及ぴ沈子方に連敬一記録

 苧の水雫計苧取仰て測定'したもの辛加グ
 実線は浮子方中央に水深計を卵.して納経過鯛毎の=水郎同様に単細

 沈子の言目録㌣亭る。

 第1図一1は野獲のよ一い船戸網bの高、さが二足.ドいる“体とのよ1曜が
 漁獲はよいよう一である。

 第2図bほ漁,獲成績の悪い轟の記録で沈降が遅く,捲き上りが早いため網の



第1表  各県ごち網の.規模

       .地方鹿掘島一県新潟県福岡県福.岡.県!
       出雲崎西ノ浦長崎県       項目爾来リ[内姪ノ浜

       漁一一一'..法・㍉そう{1そう.1そう2そら1そ一う

       .漁・、士....、・'簿身一5屯3～6竜1～2屯.ト8屯一2∴5重       2～芦名'4～6名・二.岳名前後lO～1.1名・
       3o秘5.㈱・留4物.鮎孔225湖

       浮子綱の長さ白)12+6+主2字0+}3斗20ll+2+1118.8斗75+18-8
       沈I子綱の長・さ炉)33m56,5棚25棚手5湖2包8腕

       補村部の緩㍗長さり19-2刷23。蔓禰lO.3腕ユ盟3例

       縄袋中央・部の縦ρ長さ←)哩α舳=5d腕.2業上舳
       袋中綿の細長さ由33.3席56.2腕2aI1腕純8パI

       ?6,6泌一I2&8聰紬ψ売・一1-Oa8流ミ
       横の長さ総長ト〕楠2Hm補附2m袖・2α2捌3α0榊
       総面一籟(ト)?身嚇1,583材3?3㎡ユ,225材

       地.奉一蔀1面.韓,η斗2.仰1'9gg材22争柑6?2〃
       軸部面構(り)29母材5帥材1洲滅497紐

       ら

       一=総I浮力約6一郷'2{.0毎包。梅包。佃

       沈・子量盤甘0価組(卿ま卿山5佃

       主網地の・規格争～6本6～I2本6～9本12本6・・李
       8r1瞬a5～6餓9～lo齢中～6節.?簸

       曳縞の長さ(片側〕亘十1丸1+3丸1判丸け2丸.2.真

       .股..・・.・綱g刊鮎m一6.2脚1鮎粥...一1榊u・岬量

       股・・.木たミし?5㈱亭O胴=一㈹㎝='・

       トプ.十.I一←)・O.530.岳6帆互.'α3台

       げ)十.(ト)α585α6里50.650O。ち?5        .'

       げ)十袋。縦x横〔升目)5.19生.?11識9.a4・9

2・ 、



 接地時間が短く網の高さも2・}畦mと低い。擁さ上りが速いことは縄が軽いとい

 うことでもあり網カミ嘉谷にあ'づ・て、、カ=し・といえるn

 第i.図Cは網は茸二船と殆んど向型で亭声・漁準g・悪一い船の記録1セ,これは、
 沈降は早いが縄の捲き上りがおそいた串.に繭.成り於撃く網口が拡がった咳土の状
 態である。その.後機関を20馬力に変えだ'ら漁獲一は一向上したとのことである。

 川内市附る計測結果脇紅宗れ、き1-l1千I汰壷経記師欄・ケ
 だけを使用し・浮子方と沈子方の動きを記録し平もの一で・ある』(浮1子方に附L浮
 子の動きを一知りその時の水深は連続記録式で乍1㍗;㌻深計嫡激し走)
 第1図・一・は浮子㍗央静岬可箏喰れ不言1讐㌣の時の水深
 との差から経口の高さは?物となってい名.。浮子と沈号の相対南沃動きは判明し
 た、二が大体良好ではたいかと思芸っ丸る。第2図。一,Ifは沈キ網の言さ姦である.

 長崎県の場合に此べると捲き上げ速度が少1二.秦去べよ一号であ.り,機関の馬力を

 少しアップしてもよいのではないかと思われるπ・

 第.i園  長崎県における計測結果
 (長崎県氷.試資料より)

 第王図ヨ

 漁獲・g〕。多い船

 場屯・・^2.O、韓カ

 漁具浮子方の長さ2φ加

 沈降速度毎分L.2m

 第2図h

 I浮子綱

沈子綱

 捲き始め

 漁獲ρ少ない鶴;

沈降速度毎分&8二碗

 第R図。

 漁、舜・の少ない船

 室5乍匡,7芙竜プ〕

 沈降速・度毎分13.5腕



 第一.2・図一州・内市における計測一結果

 a～d  浮子綱の記録  e～f。  沈子轡の記録

 (漁具、浮.子方の長さ3o物一  曳綱片側の長さ2丸)

 第2図1・.3・ 浮子り高さ,

海底

 欝2.図一b一

 策2図。.

 一策・2歯呂

 露2図。

 第.2図f



漁場観測速報(12月分)

養殖部

      瀦内水成.川福..山・      観匂測値溺...最高最優最衛一最低最局・最低
      上.・・2Iq3も.1・8.942α一6s一1・9.9.518一白5.

      中.・1兄?516.竃6I.&8617?218.?汽・

      .下.16.06I4.80179.81798=18・ll

      一月.、乎病、i.8.0516.?01.期81.8.U18-5琴

      萌:.月差・〒2.59r2.96べ82一.し6生Lい6
      前集差∵      '一斗0、?8十α12

 ○瀧内=12月水温は最高水濠㍗平均が1思。..5℃・最低水温の平均が亘6・?o
 rC一で;月間の最高水温一は上旬の21℃一,最低一水温は下・旬の1斗℃で上旬から下

 旬にかけて水温降下の鮪宇示し㍗・月予舳糊苧ら一ξ造一近/㍗て一
 いる;前叩馳・の比等で・ほ細みが灸潮干.午っていえので不明で汎

 ・・水I成」1,:舶岬?平身が約2・～最低水財平均が一・・…互間唯
 高水温は上旬の21℃・一最碑水温は1㍍8℃で・月間の水温筆化は順識た降下
 を示一し,月平均は蘭月よりも工6～し8℃下?ている。前年同期よりもやふ高

 めを示す。

 ○福山1姦嵩最低水温の観測がたさ一れてい失いので,こ幻,の状況はわからな、。・

 ので,棒状水温計によ。観測した水温を示す。

 叩の野岬狙中旬の・・籔.1℃ゾ邸帥下旬川・・で二月平均水
 温は.18.1℃である。1.知れは・前月.の平均水温よりも4,5む低くたっており,
 湾奥の特性を示し.ている.。.

 ○概協1全般的た水温は一8I一∴20℃に決り,順調な下降頼向を示しそ“ち。

 構内,福山汰ど湾奥では下降傾度が大で,内湾酌性格を明らかに示している。

 長崎海洋気象台1月上句発表のI西日本.海況旬報によると,全般酌に冬型b海況

 となり,中旬πは全般に平年並みの海I圃水温が続くだろうと報じている。



 定置観測(ザ1月分)

養殖部

 ○旬平均水温。比重(昼間満潮時。表面)

       ■1■■τ一一■温。1TT一■■妄重州5
       勾本・.年目町旬差.前年同期差平年差本年前集差前年同期差平年養

       士三21.20-0-71・一〇一92箏0.8224,3品斗0.02十αo?一α一8

       ..中.'998ド牛一095報ミ満ミlll目0-982毛.66十〇、32十〇一21       下一二生援2
       一一一'一一一一       月平均一一σ7♀ま㌻ご㎡㍗

水一握

比重

平年

本年



定置観測  (圧・2月分〕

養殖部

 ○旬平均水温。比重(昼間満潮時。表面)

＼  水..,一温℃、
本年筋包茎遭三里塑差一平年差
 1-a05二α56+α吾?土α0g

 1宮.26一α?9+α24+・.O,O日

本.年

24.24

呂乱40

 誓書、計平チ、ξ
 一Q-2ヰー0.ψ2

 ._、、ユニ...と、エ臭、ξ.二五星。呈.一.:;、之と§.■;皿旦.、る.象至二至・;」94、蔓..'二よ_♀ふ葦、に、も葦。一…
 幕18…1主叶三1ザα・…1一意・舳一…、ユ■二生

水温

比重

平年

本年



 12月の漁海況

漁業都

海況

 1・月上旬叩では本県脇^1し大畔・主・1年一・屋久島南方域一
 の・黒潮岬はぞ.・斗1手1声.、1甑一岬辺1工・ユー!ア・1..1一℃台の岬でおふわれて1一
 リー月抑、1.1・㍗舛呼一町予率1ト移乍した席李流一は一卵
 よ1義子島一・'.屋久島に接津し,本1聴畔・も坤蔀.・.流入抄ら.亭・戸。苧下方軸;
 海岬沿毒締下流がみ=1㍗千1・.帯㍗字一㍗1・10-!;;;…㍗で観
 島西方に.顕磐に表われた。

 漁、況

 旋綱は昨年醐'より約。倍Iの・"・毛の氷鐸がありこれは一牌.と確度

 で帆漁場馴一七は嫡榊合一犠綱鰍寿一碑蜘'壷呼子鮒ギ
 よ1㍗増加したが1昨年の約ケ・程度㍗ポ魯誓別・㍗ま小サパの㌣卸
 が1立一^1}オ'李釣?大型船一岬を糾下誓一り中小型苧…叩午ζ
 で亭4曳縄は砕二を.払.紬1一ユ』年年の癒1小海蛙一で嘉I箏
 り,雫二!-1すと1・年1・月の水.揚比較表一一`
      薬1種岳3年12月屯2年続'1肩      漁港■'■一一』'一一.'■一1

      牽屯.鍾^車
      大・呈一・6・…].、・2・2・α一6一・.2'一一言一一七3-7一一ピ

      阿久根中32庄8.9.6生L15{.5
      小1【29,?382=4.7

      旋.縄一小計1..99^ユ.1些3919..1正・σI-2.・31ノ督遣.
      ㌻.“枕崎壬。{6撃・8三?・一35一.斗官・、.j.1
      一■串木野'6290工.0【7一9=3.L

      内.之.溝.53し94.L・.一・止・一g・・ピ乱・5

      枕・崎大3?一・ユ.036.⊥351,δポ&9
      小958.?Oo

      カツオー本釣
      山川大281,1Ol.8331,3?9.0      一一一I.'

      」・483.2ユ27曼一8

      ブリ飼付山川363.1型528.2

      枕崎3㍍852、ユ

      曳縄出川26高旦1.汽2正a8

8目



奄美短信

 今年q奄、華.?・限月柊寒亭1奄程牟く.・左党・に・とって似喜・ばし入'祝一日で掛ったよ・ラ

 です・普:降余;り・着考1遷の姿が見牛・れな、・古仁屋も庄一月だけ惨故郷・の親元でと一・都・1

 会からの帰省老で町終購、々.主.していまし=た。湘かげ・で.君かしへ・あ一で掃か派備着姿・∵
 に接して.身・心奉吟声母り.,、今、年もr層の努力を一し一コ:.5≡一=と勇気百借いヲ;二一1し=竜=したが=

 1・目喋苧箏何時しか若者達ρ邸・卯・く地1り…取,一わ一残されて行く田舎町一の・1
 装いが寒さ牛丼午.い;や.と…=}・。うミ帽;二と樺.らさせら牛・る今月で.す。

 一方・三名蜂ρ奄莱の海.1ま1リ.丸一西ρ予御卿が強・く・1出漁が制約さ仇る・時期であ帆≡・
 ます。然.し輝戸内は天稀ρ防破堤に率。も・ら一;孔恰好1のミ・スイカ・の豊偉(乃・寒空の塔・

 月に誘わ.机て引即事念すkぱダーツ・と・軍た・く・岬あの感触がイ・1カ釣の醐味を紺
 喫させて享・㍗季卵㍗大・キ言.5素人筋煽を節・の馴けまれ'一・・
 亭で謝鞭り・ま柵・1μ融か月々・・万紬。を往復・する・時代に今=さら構そ・
 とお笑い苧・と.揖ざ1ますがザ.ユ.ヌ。年師の奄美大島一々下。の航海について・「奄美郷

 士研究誌用語訳.=・準航ギ誇一」か亭渡航考.の手記の要約資料から.こ戸を現在の航海一・

 乗物と坤鞍す干の李.お二もしう・ト・と思いまし.たρで・・曄史学者めいて癌縮に偲“まI'

 すが,私飾平捧討い九・L.事一。し牟ρでご了承下さ一い。。一
 時は寛政二果年(I?99年)薩摩藩神永良部在島箆遣。8代目代官勤務交代淀上一'

 る島下り代帥役蹄鶏貝.記・となってい亨札酢の大島勤務壬‡転勤発令後'ガ
 日・以内に軍葦李島は飛行棒で1時間・・船で工2時間で到着一・さらに沖永食部へ1土=

 飛行機で一・蝉・.頻で軍・レ亭・時間で赴任していまポ然し前時乍ぽ鹿児島ポ
 出帆して沖永良部島まで??日間もが曇り、航海よりも船待ちの裏かづたこ.とカ…一

 蕎己せられてい苧?1そレて代官の顔串確認して初め手交代引継ぎ;がたされセい・老。
 その勤務期岬・軍書序間となり・・往復ρ船旅に生命率かけた数ケ月を要し∵一籔霧期'
 間中,藩命η輯守(刃・による代宮職とし一での職賓を金う・す・ろビ左糸鹿児島復動杜歯
 係あるとな仇はパ.奄東大亀に・残る悪政≒・甘薫物語として歴史がある・の一はと承痘
 の通りです。

 化れはさて1.牟き.本筋仰航海・につ・い「こ(船の大きさ護備たづ“刊圭=不明一'ですが)一確

 航海のみを皐る・に当時の日樽を瑠莉4・昌年錺月・ベポ月'の旧暦貞時だ差・そぱめて,

 古仁屋にやけテ季候.・風向・より煎軍の渡・航日記の経過を再現して匁'る;と=,敵船の



 航走K叫番有利汰頼風で時化を予想したい日は・天気予報のたかった1?0年箭

 も今日も余り変らないのではなかろうか、私が船頭になり・43年の航海をしたと

 しても昔と同じ結果になる上言方感亡・糸寺る沃歯で二当時あ船頭の織あ良さκ今

 さらぺがらおそ丸いえ攻嘉です。'「例」競海白書台た蹟風とあるあで横帆として航

 幣叶対レ真和:・ら帯即向の風と亡そ紬廣路を見ると二=①細島から山/1
 昭和43隼4月令白～6日(旧3月?日～9日)(目記は8月?日順風とある)

 風はN量掴。②山バ1癌二坊ノ津5月壬日～6一日〔旧壬月?日～9日〕(日記三月
 ?目風位さ良し)風S;⑥坊ノ津～奄美大島(字横)5月工2台～ユ8日(旧4一

 上ユ5-Ei～ユ台1ヨ〕(日記,岳月L5日∴し8甘,前半雨は降り止まな{・が風向さ

 良し、上々べ偵風〕の.風冬日w,奄美大島に人り5月旦6日(1目玉月19目)s
 のポ〔日記雨が降りだすとある)一以上奄美大島字検までの航路順d字検よち徳

 ノ島,沖永良部島へはたかたか航海出来ず船喬「木鳥痴域;は臨に梅雨に入るてい

 るめでS～SWの風雨参噛之、南・下するに注遍一N理の風の日菅選んセ1日航海
 し七{・るようだ」一曲禾古43年の天候・;風向よIり判断しても順走'し得る目敏{工会之

 歩たく加走あ無理がうか}ええ。こあように好天気の判断,航海と港滞在σ〕綾返

 し1工現代あ汽鍋の比較にたら恋いが譲船!言えど'も船あ責任は船頭にあり∵山川,

 坊,字検に入港一レた船は,奥深い入江の停泊セ1エ出帆を決定する天候判断がなか
 なか難かしいことは昔も今之変らないようそ、代官嬢で毛とうに一もならず∵風や

 船頭まかせでは心はから先に立ちあきらめも見られるが,いらセちはふ之しよう

 もたく出帆の健偲を度々し、出港又逆もどりを何回とな之繰返している。このこ

 とから今日調査船で出港し制限期E!内に仕事を完了すべき!ごろ時化で調査出来

 ず避泊している時の調査貴と船長の気持去察せられよう。

 一次た航路!速力去均一字検南下を一老一して見れば現在本県の渡海況週間予報に

 報じ'ちれる預薩南下流(五島反流⊃の強弱が漁業に及ぼす影響のあえ事はご承痴

 の癌一り。坊ノ津を南進基地としそ出帆することは当時の常義とされセいるが.,こ

 hが南方に近いからか一,叉,葡寵南下流を利廟する姦疾があったのか勉強がたり

 ませんので決定舘ではありませんが,私は流れを矛日用したものとしました。(山

 川港も坊藩≡毛緯壷の位置削{余ろ塗り糸亦い;一'プとのよIうな瘤下航海術あ正確法

 ごと沈は坊乏濠を垂地とする侮密時代ら船秦逢の努力・ら…引継がれ七いえものと思.

 う。速力は歯を出帆し黒島,硫黄島中間を通・わや∫黒島喬り主島り,o永寅都島

、0



 一約1.岬1又・.ロイ雫
 ↑叩岬の山㍗碑即コ'
 一ヌ宇決め叶苧岬6・時間
 Iヌ.途中七雫灘一千各雫宇野
 し卒がち苧大島㍗約30
 時間ア市リ時間㍗日間.
 を要している。これを本琴調

 査船rかもめ」(・埋合え
 て二航走すれば坊ノ津～字検一先

 1・・浬を約….!師千・1映
 船の1/,の時間となる。然し

 口永良部昼～ロノ島間は卸し

 ろ・「かもめ」(乱5時間)が

 遅1部が†る・又・叩灘.
 の島づたいに南下することは

 今も昔9人とて心理駒には何.

 ら変り杜いようで,ノ」・麹漁船

 の島影π頼。航海安全の道.と

 考えられる最=夫のコースであ

 り気休め一として毛・る。同.じ七

 島でも悪石島から奄美までは.

 6-0浬もあり,途中島影の見

 え吐い時がある。帆船も悪百一

 島までは煩走して来たが、2目問航走しても本轟を確認出来ずあせりも見られ,

 「日記一南西の方向に大島を発見Lた時は代官殿をは1二め抽役衆ばか.りでなく、

 船頭衆も永良部島下りは始め.てとのことにて割声ぬ者は壮かった」とあ。島を確

 認して安心が見られる。とのごとはNE流の強い事を意味して・現存の小型漁船

 等は西寄りに航路をとるが庫線にくれぱ喜界島方向にしぱ・Lは流される王ともあ
 るので,帆船時代は(風の方向もあるかと思うが.)概して東寄りに流されたのは

 常時あったと思われる。それでこのコースが一番の心配事にたっているようだ。

奄美大島航路図

 凡・.例

 1帆船時代?.としてみた・

 玉見千し』、藪里竜魚癌書

 ・現代大型船

一飛行機



 本島にI薄いて神永良部島までは船待の非常に多い一ことは前記した通り,梅雨期に一

 入・あの真黒一/一重甲岬雲柵1f・.舳'してほ出続†㌣れなボた1.
 か決断が1アきか㍗。ぢ事は申平面の特徴でも沁批して11腕1外で一
 大型船を苧船†㍗二迂、舛岬牟1'・㍗努力がむき地た靴'想像がつ一く∵.一
 視辛の犬型漁竿は1口芦して.・・千蝉が近代化・機械化さ克二老㎡旨一の天授嚇二.
 線1練練続線1㌶㌫ご線1二、∵、
 又・凪にて操業ト好叫三も大漁貧乏で経済的にはブラテす紬帆いた、ど一の..
 理由と恩舳干か・呼ヅンバク資源の確保ト役かうて仰心と鉛6

 線㍗二㍗㌶二㌻㌻1ご二簑点1・1
 ては・ま干に漁業と言えを1咋㍗間輝蜘・・叉・・漁業に対す嚇一につ・∵て一∵

 一11練1練㍗∵蕉鰍よる他産㍗午㍗∴
 燃しその鳴物語が8本の開㍗李?力を㌃1た靴苧く㍗㍗.、にll、∵一説∴
 明きれ衆知の通りで・島民鋼苧1.1㍗!l二李くる1郎・'一'一
 奄美短信が長信の航海文㍗力蹄溶ら二㌣舳㍗∵∵.
 参考文献奄美郷士研.㍗会=琴・!・㍗

口語訳渡航日記,.安藤桂翠

 〔.S記)

 一ユ2、
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業務概況

 §本場

漁業都

 。1月6日…ユ4日  漁海,況.海神..観測(さつなん〕

 ○ユ月L8日～2一日  魚群調査(さったん〕・

 n1月2巳日～22日  ヌルメィヵ全国会議(長崎.)

養殖部

 つノリ関係

 I*芽イタミ対策試.験

 (圧に月20日開始～φ4年正月6日終了〕

 *∵甲し雫岬験!ユ月.21.弓開始).
 ま冷.㍗竺呼い.月.そO叩)
 *あり病I筈一吾と一歯する連絡協議会

1月2往日於:熊本一市

 ○コンブ種苗増養

 *ユ当月2?日

 ・1月H日!
 雫岬目㌣二神苗・・
 コンフー種苗糸2.80.O平を痕町へ睦挙

 。.7・ジヅヂ抑制試。験

 *1月10El

 パールコート・ハロンAの塗料による了コヤガイの付着状況.を比較一二

 。一真珠漁場綴測.

 *7.日毎に鹿児島湾大崎地先において総統中二

 *フジツボ幼隻,ポリト'ラ幼生を定量計数。

 ○了ワヒ幼生飼育

 毎目換水を行ない,P1aけm0Hs

 たものも認められる。

 の濃縮液を投餌,第ゴ売手'水孔が形成され

硬一道都



o

o

o

o
o

 ヌクレオチド定量試験(継続)

 南方ターコ調味加工試験(継続〕

 煮干いわし適正煮熟時間及ぴ塩水濃度調査

漁家担当生活改良普及員加工講習会

 1・月・毎日手近カニ杜漁家加工としてみりん手製法並びに塩干琴準の実率指
 導を実施,県内担当者?名来場。・

 加工指導(長島町,一東町一)=l1

当月技術相談来訪者

 大島ム.口対策について外一レ9名

蜜
 nクルマエビ人工配合餌料試験

 第王回試験に引続き,同餌料を用いてL月6目から・第;回試験を実施中。

 併せて餌料保蔵中における成分変化の追跡調査,揮育夫の水質調査を実施。
 ○淡水産スジエビ養成試験

 親エビ,稚エビ暴威を前月に引続き実施。

 ○魚類蓄養場適地調査

 隼人町小島地先における海底地形調査並びに潮流調査を実癌。・

 §大島分場

田
(海洋観測(大島海峡)

 ○ムロ魚体側.定

望
 ○キリンサイ粕漬試験

 。.ウニ液利用試験

 ○加耳場備晶整備...

 ユ生



養殖係
 ○餌料佳物培養継統.

 ○マベ撮只管理

§

O

o

.大口養魚場

 ニジマース採卵〔第i回)

(第2回)

(一策3回)

(第王回).

 (第5回⊃

 (第6回、〕

(第7回)

 ユ2月6日

 ユ暑月i2目

 1.2月ユ3目

 ヒ2月20日

 L2月26日

 L月4日

 .1月」0目

 ニジマス発眼卵受領(欝岡県竃士養鱈場一よ。)一

 策1回ユ2月.5目・Φd万粒

鏑2回1舳0日30万粒.

 稚アユ,ダム放流実施12月2ユ日

 鹿児島大学.放藩学部学生実習1月旦O～しユ日

 ニジマス採踊

 キマメの飼育試験を前月に引続。き実施中。

 ドジョウの棲息選好判定試.験を前月に引続き.実・施中。

 鹿児島1県北部養殖販売漁業組合の会合へ出席.、([月西日〕一

 策ユ5回産児島県漁村青壮年婦人活動実績一発表大会胞席。〔1月to目〕

.九州口山口各県次試.連絡協議会淡水増殖分科会開催出席

1月1?,18日

 }Iユ5一


